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静静静岡岡岡県県県                                                                                                       

 
会    報 

〒422-8062 静岡市稲川 2-1-33 
清水起業ビル 3 階 静岡県評内 

静岡県労働研究所 
℡054-287-1293 Fax054-286-7973 
 E-mail.kenpyo@mail.wbs.ne.jp 

  http//shizuokaroken.cool.ne.jp/ 
 

参 加 者 を 増 や そ う ！ 学 ぶ こ と の 楽 し さ を 拡 げ よ う ！ 

〝
派
遣
労
働
や
請
負
労
働
に
お
け
る

労
働
者
の
実
態
〟
（
５
月
21
日
（
金
）
） 

 
 
 
 

 

発
表
者 

柴
崎 

孝
夫
（
浜
大
助
教
授
）
理
事 

 

テ
ー
マ
を
「
派
遣
労
働
や
請
負
労
働
に
お
け
る
労
働
者
の
実

態
」
と
し
た
の
は
、
前
回
で
の
討
論
の
中
で
出
て
き
た
も
の
で
、

最
近
、
派
遣
や
請
負
労
働
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
、
特
に
労
働
者
の
実
態
を
調
査
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
皆
さ
ん
で
確
認
し
た
こ
と
で
す
。 

 
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
前
回
発
表
の
簡
単
な
ま
と
め
「
賃
金

の
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
化
へ
の
論
点
整
理
と
提
言
」
を
報

告
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
個
人
単
位
化
へ
の
課
題
は
、
生
活
で

き
、
自
立
可
能
な
賃
金
で
あ
る
こ
と
、
成
果
主
義
と
結
び
つ
い

た
賃
金
の
個
別
化
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。 

 

―
派
遣
労
働
に
多
い 

外
国
人
労
働
者
数
の
現
状
― 

 

ま
ず
、
柴
崎
理
事
は
、
派
遣
や
請
負
労
働
の
広
が
り
が
急
速

に
増
え
て
い
る
原
因
を
外
国
人
労
働
者
に
求
め
言
及
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
企
業
は
、
安
い
労
働
力
を
求
め
中
国
や
ア
ジ
ア

諸
国
へ
工
場
を
移
し
多
国
籍
化
し
て
お
り
、
国
内
の
コ
ス
ト

（
労
働
力
）
削
減
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

 

特
に
１
９
９
０
年
代
は
、
企
業
の
海
外
進
出
が
激
し
く
、
一

方
で
は
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
動
き
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数

（
法
務
省
「
在
留
外
国
人
統
計
」
よ
り
）
の
推
移
を
見
る
と
、

平
成
２
年
は
、
約

1
,
0
76

千
人
が
平
成
13
年
は
、
約

1
,
7
7
8

千
人
と
約
70
万
人
と
増
加
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
浜
松
市
で

見
る
と
平
成
２
年
は
、4,

7
4
8

人
で
平
成
15
年2

2
,
21

9

人
（
４

月
１
日
現
在
）
と
な
り
、1

7
,
4
71

人
増
え
て
い
る
。 

↱ 

更
に
、
国
別
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
又

は
朝
鮮
・
ペ
ル
ー
・
中
国
な
ど
が
や
く
90
％
占
め
て
い
る
。（
浜

松
市
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数
の
推
移
よ
り
） 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
不
況
に
も
拘
ら
ず
外
国
人
労
働
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
況
で
あ
れ
ば
真
っ
先
に
解
雇
さ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
浜
松
市
で
は
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

柴
崎
理
事
は
、
そ
こ
で
、
浜
松
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
、
ま
ず
、

①
基
本
的
な
結
果
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
が
95
％
で
、
男
152
人
・

女
98
人
よ
り
集
計
し
た
結
果
、
20
歳
代
～
40
歳
代
が
88
％
と

多
く
、
２
世
、
３
世
で
88
％
を
占
め
て
、
来
日
の
理
由
（
複

数
回
答
）
は
、
母
国
の
経
済
状
態
・
治
安
の
悪
さ
39
％
、
貯
蓄

目
的
25
％
、
母
国
で
の
失
業
・
適
職
不
足
19
％
な
ど
多
数
を
占

め
て
い
る
。 

 

②
就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
来
日
時
の
職
業
の
ト
ッ
プ
は
、

自
動
車
関
連
の
製
造
業
が
53
％
で
、
冷
凍
食
品
や
電
気
関
係
製

造
業
20
％
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
職
業
は
と
の
問
い
に
は
、

自
動
車
関
連
製
造
業
が
59
％
で
、
そ
の
他
製
造
業
10
％
で
7

割
を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
収
入
は
、
10
万
以
下
4
％
、
10
～

20
万
44
％
、
20
～
30
万
38
％
、
30
～
40
万
14
％
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
収
入
の
変
化
状
況
は
、
変
わ
ら
な
い
が
27.2
％
、

や
や
減
少
28.9
％
、
と
て
も
減
少
21.5
％
、
や
や
増
加
15.8
％
、
と

て
も
増
加
6.6
％
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
工

場
と
の
直
接
契
約
6
％
、
人
材
派
遣
会
社
と
契
約
79
％
、
そ
の

他
13
％
で
、
人
材
派
遣
は
業
務
請
負
と
し
て
捉
え
て
も
良
い
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
求
職
方
法
は
、
日
本
に
あ
る
人
材
派
遣

会
社
52
％
、
友
人
・
知
人
の
紹
介
35
％
で
、
新
聞
・
雑
誌
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
な
っ
て
い
る
。 

 
③
保
険
・
年
金
の
状
況
は
、
健
康
保
険
の
加
入
調
査
で
未
加

入
48
％
、
国
民
健
保
加
入
35
％
、
社
会
保
険
加
入
12
％
、
↳ 
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↳
そ
の
他
加
入
と
な
っ
て
い
る
。
年
金
加
入
は
、
未

加
入
88
％
、
加
入
12
％
で
あ
る
。
雇
用
保
険
は
、

未
加
入
88
％
、
加
入
12
％
で
あ
り
、
未
加
入
の
理

由
は
、
金
銭
的
負
担
が
大
き
い
が
31
％
、
事
業
所

で
加
入
し
て
く
れ
な
い
30
％
、
保
険
制
度
が
分
か

ら
な
い
16
％
、
帰
国
予
定
と
そ
の
他
と
な
っ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
浜
松
市
に
在
住
す
る
外
国
人
労
働

者
の
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
幅
広
く
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
て
あ
り
ま
す
。
資

料
に
つ
い
て
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡

下
さ
い
。 

 

―
派
遣
労
働
と
請
負
労
働
に
つ
い
て
― 

 

人
材
派
遣
労
働
は
、
派
遣
先
（
企
業
）
の
管
理
監

督
者
か
ら
指
示
命
令
を
う
け
作
業
に
従
事
す
る
。
業

務
請
負
労
働
は
、
企
業
の
施
設
（
生
産
設
備
）
借
り

て
業
務
請
負
管
理
監
督
者
の
指
示
命
令
で
作
業
に

従
事
す
る
。 

 

業
務
請
負
業
は
、1

9
8
0

年
代
に
成
長
し
、
90
年

代
に
そ
の
業
務
を
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
発
注
企
業
に
と
っ
て
は
、
景
気
変
動
の
調
節

に
、
ま
た
、
季
節
の
生
産
調
整
に
利
用
し
な
が
ら
業

務
請
負
労
働
者
の
人
員
の
増
減
を
自
由
に
出
来
る

こ
と
か
ら
コ
ス
ト
削
減
の
一
環
と
し
て
利
用
拡
大

を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

 

企
業
に
お
け
る
実
態
と
し
て
、
ス
ズ
キ
は
、
年
間

を
通
し
て
変
形
労
働
時
間
制
を
と
っ
て
い
て
、
変
動

す
る
生
産
量
に
応
じ
た
雇
用
人
数
の
調
整
を
容
易

に
す
る
た
め
に
、
年
齢
が
若
く
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
（
人
材
を
見
て
労
働
者
の
入
替
え
が
出
来
る
）
置

き
換
え
て
い
る
。
ス
ズ
キ
湖
西
工
場
で
は
、
１
ラ
↱ 

↳
イ
ン
は
、
外
国
人
労
働
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
発
注
企
業
は
、
業
務
請
負
業
者
に
対
し
て

２
社
以
上
、
複
数
企
業
に
請
負
わ
せ
て
い
る
。
特
に

自
動
車
関
連
、
電
気
関
連
製
造
業
に
多
い
こ
と
が
窺

え
て
、
賃
金
は
高
め
に
あ
る
。 

 

日
経
新
聞
03
年
11
月
17
日
の
な
か
で
、
製
造
ラ

イ
ン
向
け
人
材
派
遣
が
3
月
に
解
禁
を
控
え
、
人

材
派
遣
大
手
は
、
日
系
人
を
専
門
に
派
遣
す
る
事
業

を
製
造
ラ
イ
ン
向
け
に
設
置
。
と
柴
崎
理
事
は
、
発

表
を
終
え
ま
し
た
。 

 

「
参
考
」 

※
製
造
ラ
イ
ン
請
負
…
工
場
内
作
業
を
一
括
し
て

受
託
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
構
内
下
請
け
と
は
違
い
生

産
設
備
を
持
た
ず
、
大
半
は
労
務
作
業
の
み
を
提

供
す
る
。
工
場
内
で
は
、
簡
単
な
検
査
や
機
械
操

作
、
組
立
作
業
な
ど
を
請
負
う
場
合
が
多
い
。
現

場
担
当
者
へ
の
指
揮
命
令
を
メ
ー
カ
ー
で
は
な

く
、
請
負
会
社
が
す
る
点
で
人
材
派
遣
と
異
な
る
。

３
月
に
解
禁
と
な
る
製
造
分
野
へ
の
人
材
派
遣
と

競
合
す
る
の
は
確
実
。 

↱
【
討
論
の
内
容
】 

 

人
材
派
遣
で
外
国
人
労
働
者
が
現
場
に
入
っ
て

き
た
ら
労
働
組
合
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
、
よ
く

分
か
ら
な
い
。
（
川
合
氏
） 

 

中
小
の
製
造
業
（
自
動
車
関
連
下
請
け
）
で
は
、

早
く
か
ら
人
材
派
遣
業
者
は
、
外
国
人
労
働
者
を
製

造
ラ
イ
ン
に
派
遣
し
て
い
た
が
発
注
会
社
は
、
追
及

さ
れ
る
と
請
負
労
働
だ
と
言
っ
て
い
た
。
３
月
か
ら

は
解
禁
に
な
る
の
で
正
社
員
を
減
ら
し
て
、
派
遣
や

請
負
労
働
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ

れ
る
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
は
、
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
働
い
て
収
入
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と

が
喜
び
と
し
て
い
る
。
等
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
も
う
少
し
広
く
調
査
・

研
究
し
、
発
表
と
討
論
を
追
及
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
文
責 

片
桐
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
６
月
18
日(

金)

18:

30
～｢

６
月
定
例
研
究
会

‐
派
遣
労
働
と
請
負
労
働
に
お
け
る
労
働
者

の
実
態
‐PA

R
T

 

Ⅱ｣

発
表
者:

柴
崎
浜
大
助

教
授 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
７
月
2
日(

金)

18:

30
～
第
29
回
所
員
会
議 

 

会
場
：
静
岡
県
評 

◆
７
月
14
日(

水)

18:

30
～
第
14
回
理
事
会 

 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
７
月
31
日(

土)

10:

00
～
「
研
究
発
表
・
第
２

機
第
１
年
次
総
会
と
シ
ン
ポ
」 

 

会
場:

静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
Ｆ 


